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日 諾特許

光ファイバとその製造方法

伝送手員失の低い光ファイバを製造す

るには,光【吸収を誘起する重金属イオ

ンや水酸イオンなどの不純物の光ファ

イバコア部へのf良人を防ぐことが不可

欠である｡特に,保t穫ガラス管からコ

ア部への不純物の拡散を持ノ‖卜する必要

かあり,このため従来は,保1穫オ'ラス

管とクラッド層との間に,不純物拡散

防ノ1L層となる純粋なSiO2層を設ける

〔図1(∂)参照〕か,あるいは悌=護オうス

管とコアとの間に不純物拡散防止層を

兼ねるノ亨いクラソド層を設けていた｡

しかし,前者はSiO2屑形成のため高一且

を必要とするので皆の変形を生じやす

く,後者は作製できる光ファイバの構

造が限定されてしまう という欠点があ

った｡

目方二製作所が開発した･氾フ7イバは,

保護材■ラス管の屈折ヰ主とほぼ等Lい如ミ

析やをもつように,屈折キミを低める物

質(例えば8203)と高める物質(例えば

GeO2,P20:j)とを綾合添加した高石英

ガラスから成る不純物拡千枚防_1上り討の中

間オうス層を,保一穫ガラス管とクラッ

ト層との間に設ける〔匡==b)参照〕こ

とにより,上記不純物拡散を防l_卜した

+′7(%)

0.4

l

l

l

l

,

1

0

-0,4

20 40i
l

;(碧ラス菅)
l

l l

l ll = l
lll = l
lli

ll】¶0.8 化s.｡2
B203＋S岳02

P205十S‡02

(a)従来例

(タラッド)

(コア)

+れ(%)

0.4

l

1
0 20 40

r(/り
l

l

l

l

1

1
-0.4 :傍ラス琶

1 l

l

≡…し｡.8
l

l

l
l

l

化指笛妄号
B203＋S

P205十S

(b)本発明

図I 光ファイバ断面の屈折率分布

もので,例えば中間グラス屑を気柑反

んbを用いて保.穫ガラス管lノ小i.モ面に形成

し,更に中指与Jオうス層上に所望の光フ

ァイバ構造に対応したクラ･ソドとコア

になるガラス層を気相反応を揃いて堆

柿した後,イ米誠グラス節を加熱溶融,

線引きして得ることができる｡

1.特長･効果

(1)比較的仕もぎ上ユ_の気相化学k応で,表敬

密な不純物拡散防止層を形成すること

203十SiO2

ス)

102(クラッド)
iO2(コア)

かでき,管の変形を生じることなく,

答礼に製造できる｡

(2)どのような構造の光ファイバにも

適用できる｡

(3)イ去送才貝尖が非常にイ氏いβ

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第一133631号

｢光ファイバとその製造方法+

パルスイ云送方式

光通信ではイ言号を多値化することが

難しく,従米電気通信で用いられてい

たAMI(Alternate MarkInversion)符

号では同期才由出が凶難であった｡

日カニ製作所では,このような困難を

ディ ジタル信号の1ビットにAMI符号

パルス2ビットを対応させ,同期抽出

が容易で,常時誤り監視が可能なDMI

(DifferentialMarkInversion)符号を

開発したことで解決したrl

このパルス伝送方式は,前記符号が

極性をJ丈転させても原情報が失われな

いという特性を利用し,帯j或の有効利

図l 信号再生回路

図2 動作i皮形

用を可能にしたものである｡

この方式では図1に示すように,入

力端子(彰に図2の仁号aが印加される

と,インバータ(彰でこれを反転してア

ンド回路(亘に印加し,入ブJ端了(参に印

加されたクロックパルスgをインヒビ

ットしてオア回路(¢に印加する｡
入力端子(卦に他の信号がある場合は,

同様にアンド回路(丑で前記クロックパ

ルスgをインヒビットし,遅延回路(む

を経て前記オア回路(¢に印加し,二の

オア回路の出力でフリ､ソブフロッブ(勤

を駆動してパルス列c(矢印の点に信号

がある場合)を得る｡また,ない場合に

はパルス列bを得る｡前記したパルス

列を半ビット遅延させてパルス列d を

得て,これとパルス列cとの排他的論

理和をとるとパルス列eが得られる｡

このパルス列eをクロックパルスf

でサンプリングすると,端二f③には入

力のあった時点だけ0となり,受信側

ではこの入力端子(卦からの信号を再生

する｡

】.特長･効果

(1)帯域の有効利用が可能である｡

(2)回路構成がアンド,オアなどの簡

単な付加回路で1済む｡

2.提供技術

{関連特許の実施許諾

●特開昭5l-136224号

｢パルス伝送方式+
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自動焦点調整装置

光ディスク装置では,光束をディス

ク上に1.6/∠m程度の微小なスポットとし

て絞り込むため,光束の焦点とディス

ク間の変位(焦点誤差)を検出し,焦点

がディスク上に常に位置するように絞

り込みレンズとディスク問り距離を調

整する必要がある｡高信奉副生を要求さ

れるコンピュータ用光ディスク装置で

は,高精度で安定な自動焦点調繋カー特

に重要となる｡

鎌点誤差を検出する方式には,民生

用光ディスク装置などで用いられてい

る非点収差方式がある｡しかし,この

方式は,トラック構やアドレス情報ビ

ットなどの凹凸による回折の影響を′受

け,検出光の強度分布が変化するため,

検出誤差が生じやすく,安定性に問題

かあった｡

日立製作所では,円柱レンズによっ

て2焦点を形成し,二の2焦点問にナ

イフエッジを挿入することによって,

ディ スクのずれ方向とずれ量に応じて

光センサ上の半円形二伏検出光を回転さ

せる■方式を開発した(図1参照)｡本方

式では,ディスクのずれを検出光の回

転に変換して検出するので,光センサ

が合焦点状態で光を′受けないようにす

レーザ光

光ディスク 絞り込み

レンズ

球面レンズ
円柱レンズナイフエッジ2分割センサ
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図l 像回転形焦点誤差検出方式構成図

ることかできる｡そのため,検出光の

強度分布が変化してもその影響がなく,

安定に検出できる｡

1.特長･効果

(1)光センサは,fナ焦点状態で光を受

けないので,トラック満やアドレス情

報ピットによる検出光の強度分布変化

の影響がない｡

(2)ディスクのずれを検出光ク)回転と

光

して検出するため,検出精度が高〈,

検出感度の設計も容易である｡

2. 提供技術

■

■

■

●

実験データ

設計ノウハウ

関連特許の実施許諾

特関昭57-川8馴I号

｢光学的焦点位置検出装置+

スライド式;夜相エピタキシャル成長

この発明を端的に表現すると,表題

に示すとお-)エピタキシャル成長をス

ライド式にして行なうものである｡具

体的には,図=(a)～(c)に示すように,

複数の溶液だめに対し,単結晶基板を

スライドして接触させることによって,

1層目,2層目と順二欠エヒタキシャル

層を成長させる｡

このようなスライドJ＼こ成長法によれ

ば,各層の成長過程で恭根を炉の外に

出さなくて済むので,酸化や汚れの問

題が解消され,またバージングやベー

J還･A】▼Zn)j(溶脚具)
1

(単結晶支持具)
2 ヰ(渥涜だめ)

(単結晶基板:八r型GaAs)

(a)成長前

3'6 7

3 2 4

(b)1層日工ピタキシヤル成長

図l

3√ 7 4' 5

3 2 4

(c)2層目エピタキシャル成長

(d)エピタキシャル成長後の基板

スライド式i夜相エピタキシャル成長

キングの重複が避けられるので,スル

ープットが向上,量産性が良くなった｡

したがって,非常に言寄い(600Å程度)

成長層を必要としたり,GaAIAsのよう

な酸化しやすい材料を使用する場合,

あるいは長波長もしくは高輝度の発光

性能をもたせる半導体レーザ,発光ダ

イオードなどでは,このスライド式多

層エピタキシャル成長技術は欠くこと

のできない基盤技術となっている｡

2.提供技術

■

●

●

関連特許の実施許諾

特許第7引691号(特公昭49【45623号)

｢半導体エピタキシャル成長層の製造

方法及びその製造装置+

特許第911425号(特公昭52140958号)

｢半導体光装置およびその製造法+

●特許第9】1455号(特公昭52【41柑7号)

｢半導体発光装置とその製造方法+

●特許第920748号(特公昭52-48066号)

｢半導体発光装置の製造方法+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は… 株式甘杜日豆製イ亡j抒 〒100東京都千代田区丸の内一丁目5蕃l号(新丸ビル)電話(03)214-3=4(直通)特許部特許営業グループ
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遠心式液体ヘリウムポンプ

軸ノ受に動庄か'ス軸′受を採用した信相

性の高い遠心式液体ハ＼リウムポンプを

世界に先駆けて完成した｡

このポンプは,主とLて核融合や高

エネルギー物理などに使われる大形超

電導マグネ､ソトの冷却用液体ヘリウム

を,強制循環させるための装置である｡

匡11に,ポンプを組み込んだi夜体ヘリ

ウムデュワ"の外観を示す｡

1.主な王特長

(1)軸√受にガスベアリング方式を採用

回転体を支える軸′受に動庄オ､ス軸′受

を寸采用して摺動部をなく し,毎分･2万

回転の高速回転と,長時間連続運転を

可能とした｡

(2)フルシュラウド羽根車の採用

微細な羽根i充路をもち,効率の良い

フルシュラウド羽根車で,シュラウド

の取付けに共晶接合を壬采用した｡

(3)断熱した高周波電動機の採用

極めて気化しやすい液体ヘリウムを

取り扱うので,十分なロ及入圧力を確保

する必要がある｡そのため,ポンプの

駆動部を軸射シールド付きの真?たんjlモで

断熱L,吏に液体′＼りウム中に浸せき

するという独特な方法にしている亡)

(4)Ti介■企シャフトの採用

担1転閂量の低i戒とシャフトを伝わっ

て入る熱を抑えるため､熱伝う尊率の小

さいTi合金をシャフトに採用した｡史

にシャフトからの熱侵入をイ氏i域するた

図l ポンプを組

み込んだ)夜体ヘリ

ウムデュワーの列1観

表l 主なイ士様

項 目 仕 様

形 式 遠心式

〉充 体 )夜体ヘリウム
;先 皇 10g′/s

吸 入 圧 力 latm

吸 入 温 度 4.2K

吐 出 L 圧 力 l.3atm

匝] 転 数 20.000｢pm

ジャーナル軸受 テイルティングパッド式

スラスト軸受 レーリーステップ式

馬区 動 高周i皮電動機

羽 根車外径 25mm

め,気化ガスの一部をシャフトの冷却

に利用するなど二重,三重の入熟対策

を施してし､る｡

(5)保守性が良いこと

ポンプの保守点検が容易にできるよ

うに,外部からの取外しが簡単な構造

としている｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日立製作所 機電事業本部)

日立自動運転システム"HISCOPE”

日立自動運転システム"HISCOPE''

(HitachiSystem for Automatic Con-

trolof Operation and Execution)は,

コンピュータシステムの自動化･省力

化運転を実現するために,ハードウェ

アとしてシステム運転支援装置タイプ

2"CSC-2''(CentralSysteⅡ10p･

eration Controller-2)及び自動運転

監視盤を開発し,更に自動化関連ソフト

ウェアであるAOM,ARM,HOPSSII

の機能強化を行ない,自動運転をサポ

ートする製品群として体系化したもの

である｡

HISCOPEを利用することによって,

コンピュータシステムの効率的な運転

スケジュールの作成をはじめ,電源投

入に始まるシステムの立上げ,ジョブ

の実行,そして電i原切断に至るまでの

コンピュータシステムの総合的な自動

化･省力化運転が可能になった(図1)｡

この結果,運転要員の削i成や勤務条

件の改善,運転の効率化による運転時

間の短縮,システム運転の信相性向上,

電力の節減など多くの効果が期待できる｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)

自動応答･アクション

オペレーティング

システム

VOS3

VOSりES

起動
運用管理ソフトウェア HOPSSII,ARM

スケジュールに

ジョフ

A

治った自動実行

ジョブ

B

コンソールメッ

ジョブ

C

セージに対する 自動応答･アクション

自動化モニタ AOM

起動

通報 通報 電源切断

電源投入時刻の予約 自 動IP+横柄

自動IPL

警 報 根 橋 自動電源切断機構

電源投入

システム運転支援装置タイプ2

(CSC-2)

電源投入･切断

自 動 運 転 監 視 蕉

電源投入･切断

電 源 設 備

電源投入･切断

空 調 設 備

監視

環 境 セ ン サ

通報

警 報 器

注:略語説明

HOPSSII(HitachL Ope｢atfon Support SystemII),VOS3(Virtual-StOrage Operating System3),

VOSl/ES(Virtua卜StOrage Operating Systeml/Extended System),lP+‥∩山at Program Load),
ARM(Adm仙stration Aids for Resourse Schedu=ng and Management),AOM(Auto Operatio= Mo=itor)

図Il■HISCOPE”によるコンピュータシステムの自動化･省力イヒ運転
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日本語ワードプロセッサ｢ワードパル30+

日本語ワードプロセッサは,その利

用範囲の拡大ととい二要求される機能

が多様化している｡｢ワードパル30+は,

グラフや図形の入った一丈苦の作成をは

じめとする新機能を,憧れたマンマシ

ン性をもって実現したものである(図1)｡

1.主な特長

(1)ビットマップノブ式ディスプレイと

それを制御するグラフイ ソクコントロ

ールCPU(マイクロコンビュ【タ)を装

備することにより,アイスフ‾レイl由佃了

__1二にグラフ,図形,網点などの山由な
′ヾタ【ンを表示できる-J

(2)ビジネスグラフ,作L当機能を備え,

芦‾
箋
≒

喜一

串-ii▲L

+ i F′
､▼■-,■■車
:ミ車ミ＼l一三

図l 日本語ワードプロセッサ｢ワードパル30+

図2 縮小レイ

アウト表示の画

面

グラフ,｢那F壬のiはじ｢ノた二丈許を作成す

ることができる､_j

(3)-㌻縮′トレイアウト去小磯能により,

作成した‾文書のレイアウトをチ■L∵ノク

することかできる__J文字やグラフは-を

に縦i小され,印刷イメージで表示され

るため,的確にそのレイアウトを把手環

することが可能である(図2)ニ

(4)5稚の細かけパターン,8櫨のけ

い線ハターンをもち,表現能力が豊富

になった｡細かけ,けい組も両t虹Lに

止Lく表ホされる.二.

(5)ルビ,､l王政行,轄J等割付け,縦横

倍角文字などの機能は,美しい史書,

技術‾文書の作成に有効である｡

(6)仮名 変枚に｢一括j蟹沢+の機

能を付加し,文書中の指定の語句に村

遜

日立評論 Vol.65 No.11 予定目次

■特集 オフィスオートメーションシステム

オフィスオートメーションの背景と展望

企業情報システムの技術的ユーザーニーズの動向

統合光ループ伝送システムH-8644ループネットワーク

多元情報光ループ統合ネットワーク｢∑ネットワーク+

音声･データ統合PBX｢DXシリーズ+

オフィスオ【トノーション用汎周ソフトウェアOFIS/POL

日本語入力方式の評価

画像処理横能をもつT-550/20マルチワークステ【ション

高機能日本語ワード70ロセッサの開発

簡易斑形処理システム"GMM''
16ビットパーソナルコンピュータ

パ【ソナルタ【ミナル

オフィスオートメーションとファクシミリの動向

日立本社ビルにおけるオフィスオートメーション

研究所光総合情報システム"LOTISI'

製造部門におけるオフィスオ【トメーションによる管理業務のビジュアル化

非量産工場における生産管理のオフィスオートメーション

日立電線株式会社におけるオフィスオートメーションシステム

表l 日本語ワードプロセッサ｢ワード

パル30+の仕様

頃 日 キーボード イ反名タブレット

入 力 部
+lS準拠イ反名 ペンタッチ
キーポ¶ド 50苦配列

テ

イ

ス

プ
L/

方 式 141∩モノクロ.ビットマップ方式

画 面 l′088×705ドット

サイズ (24×24ドット文字41字×Z2行)

表示の 文字,けい繰∴網かけ.グラフ,
イ 種.頬

アイル

レイアウトなど
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ン主:* アンフォーマット容量

し一斉に言丁正,削除,細かけなどの処

理を行なう｢仝一丈対象+の機能の付加

とでナわせて‾文書作成の効率が高まった｡

2.主な仕様

主な仕様を表1にホす｡
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